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本
法
律
案
は
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
を
通
じ
て
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
の
保
全
に

寄
与
す
る
た
め
、
自
然
再
生
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
実
施
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
自
然
再

生
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
自
然
再
生
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
再
生
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
然
再
生
」
と
は
、
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
関
係

行
政
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等

の
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
、
再
生
、
創
出
等
を
す
る
こ
と
を
い
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
自
然
再
生
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
は
、
自
然
再
生
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
自
然
再
生
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

三

「
自
然
再
生
事
業
」
を
、
自
然
再
生
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
透
明
性
を
確
保
し

、つ
つ
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
実
施
さ
れ
る
地
域
主
導
の
事
業
と
位
置
付
け
、
事
業
の
着
手
後
も
自
然
再
生
の
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状
況
を
監
視
し
、
そ
の
結
果
を
当
該
事
業
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
順
応
的
な
方
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
す
る
。

四
、
自
然
再
生
事
業
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
実
施
者
が
地
域
住
民
、
専
門
家
、
関
係
行
政
機
関
等
と
と
も
に
「
自
然

再
生
協
議
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
協
議
会
に
お
け
る
協
議
結
果
に
基
づ
き
、
自
然
再
生
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
が
実
施
す
る
自
然
再
生
事
業
に
つ
い
て

必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る
旨
を
定
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
自
然
再
生
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の

措
置
等
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

六

環
境
省

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
等
の
職
員
で
構
成
す
る

自
然
再
生
推
進
会
議

を
設
け

自
然
再
生
の
総
合
的

、

、

、

「

」

、

、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
自
然
環
境
に
関
し
専

門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る
「
自
然
再
生
専
門
家
会
議
」
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
す
る
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
ま
た
、
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律

の
施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。


